
シリンジ入り製品使用方法
セキュリティバンドをとり、鉛容器の蓋をはずします。

シリンジが鉛容器に入ったままの状態でプランジャーロッドをねじ込み、プランジャー
ロッドを持って鉛容器から取り出します。

シリンジの先端のゴムキャップをはずし、検査に応じて両頭針/ルアーコネクション/
針付活栓を取り付けます。
両頭針は短い方をシリンジに取りつけます。このとき、長針側先端のカット面が投与時
に上を向くように取りつけてください。

緑色のマークが長針側先端のカット面と
一致しています。

〔廃棄の方法〕
両頭針、ルアーコネクションにカバーをつけた後、針をはずします。
次にプランジャーロッドを取りつけた時と逆の方向に回し、取りはずします。
フランジキャップを回して取りはずし、シールドからシリンジを抜取り廃棄します。

[ルアーコネクション]

セキュリティバンドを上方向に
引っ張らないでください

プランジャーロッド

[フラッシュバック両頭針]

[針付活栓]

患者さんに投与します。

両頭針等を取りつける際、プランジャー
ロッドを押さないようにして下さい。

シリンジ中にごくわずかに気泡が含まれている場合があります。
注射液を投与してもこの気泡は通常シリンジ内に残りますが、
誤って投与することのないよう、気泡の位置に注意しながら
投与して下さい。
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